
公正な研究活動の推進
研究倫理教育の目標・内容・手法を考える

公正な研究活動を推進するために、組織においてどのような人材を育成する必要があるでしょうか。
また、そのためにはどのように研究倫理教育を計画・実施すればよいでしょうか。
本ワークショップでは、大学等の研究機関で研究倫理教育を担当している方を対象に、参加者
同士のグループディスカッション等を通じて、それぞれの組織の課題に合わせた教育目標・内容から、
具体的な教育手法までを考えます。

研究機関で研究倫理教育を担当する方

対象 定員
各会場50名程度 （参加費無料）

開催日時・場所

2018年 9月4日（火）
9:00～17:30 （受付8:30～）
大手町ファーストスクエアカンファレンス
（最寄駅：東京駅・大手町駅）
http://www.1ofsc.jp/access/index.html

東京
2018年 9月19日（水）
9:00～17:30 （受付8:30～）
CIVI研修センター 新大阪東 （最寄駅：新大阪駅）
http://www.civi-c.co.jp/access.html#higashi
※新大阪駅東口から 50mの会場です。
　付近に似た名称の会場があるため、ご注意ください。

大阪

第３回JSTワークショップ

参加申込
申込締切 : 2018年7月31日（火）
いずれも先着順とし、定員を超過した場合、上記締切前に申込み終了とさせていただきます。

「研究公正ポータルサイト」より申し込んでください。
https://www.jst.go.jp/kousei_p/event_info.html



国立研究開発法人科学技術振興機構 監査・法務部 研究公正課
TEL : 03-5214-8390　FAX : 03-5214-8393　E-mail : rcr-kousyu@jst.go.jp

お問合せ先

公正な研究活動の推進
第３回JSTワークショップ

熊本高等専門学校

小林 幸人 教授
東京工業大学

札野 順 教授

講 師

前回ワークショップの内容を、レポート・動画でこちらのサイトからご覧いただけます。

研究公正ポータルサイト
https://www.jst.go.jp/kousei_p/

受付開始

イントロダクション

グループ内で自己紹介

研究倫理における教育目標～技術者倫理の例から（講義）

研究倫理の教育目標を考える（GW）※GW＝グループワーク

発表

昼食休憩

効果的な教育手法の具体例（講義）

研究倫理教育計画を考える（GW）

発表

講師講評
アンケートご提出の上、解散17:30 頃

※時間は変更になる場合があります。
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（東京会場・大阪会場共通）プログラム

参加者は事前ワークがあります。詳細は後日ご案内いたします。事前準備


